
 



 

『人間失格』 
主人公の大庭葉蔵が，自己嫌悪と孤独に苦しむ姿を日記形式で描いた私小説的要素が強い作品。

彼の堕落と絶望が赤裸々に綴られていて，高校生にも共感しやすい一方，重いテーマも含んでい

ます。太宰の代表作であり，一度は読んでおきたい文学作品です。 

『斜陽』 
戦後の混乱期を背景に，没落していく貴族の女性・かず子が新しい生き方を模索し葛藤する姿を

描いた物語。タイトルの「斜陽」は「沈みゆく太陽」のことです。変化する時代の中で，人々が

何を失い，何を見出していくのでしょうか。 

『走れメロス』 
言わずと知れた友情・信頼がテーマの物語。メロスが友人の命を救うため，懸命に王の元へ走る

姿を描いています。太宰の明るい側面が感じられる作品で，読みやすく心を打つ名作です。 

『桜桃』 
子を持つ父親が自分の不甲斐なさを痛感しながらも，家庭や子育てについて語る作品。太宰の自

虐的ユーモアと子どもたちへの深い愛情が感じられます。 

『トカトントン』 
無気力な青年と謎の音「トカトントン」との関

係を描く不思議な物語。何となく生きづらさを

抱えている人に強く刺さる一作。 

桜桃って 

さくらんぼの 

ことだよ。 


